
横須賀地方総監から感謝状を授与
現
在
は
海
上
自
衛
隊
が
管
理
）
で

庁
舎
（
大
正
２
年
に
横
須
賀
鎮
守

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部

０
月
３
１
日
（
金
）、
田
戸
台
分

行
わ
れ
た
、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀

地
方
総
監
感
謝
状
贈
呈
式
に
参
加

隊
と
一
体
と
な
り
、
使
命
の
完
遂

に
努
め
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

長　

髙
田　

充
１
海
佐
）
は
、
１

府
長
官
宿
舎
と
し
て
建
設
さ
れ
、

し
た
。

さ
れ
、
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
も
、

そ
の
栄
誉
を
祝
っ
た
。

「
今
後
も
、
協
力
団
体
や
関
係
部

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
は
、

４３の中学校を訪問し、高等工科学校をＰＲ
１
０
月
下
旬
、
担
当
す
る

（
所
長 

竹
﨑
１
陸
尉
）
は
、

神
奈
川
地
方
協
力
本
部

横
浜
中
央
募
集
案
内
所

６
区
（
西
区
、
旭
区
、
瀬

谷
区
、
中
区
、
南
区
、
保

３
校
を
訪
問
し
、
陸
上
自

衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

広
報
官
が
、
高
等
工
科

は
、「
厳
し
い
募
集
環
境

い
る
。

衛
隊
の
魅
力
を
し
っ
か
り

土
ヶ
谷
区
）
の
中
学
校
４

を
踏
ま
え
、
学
校
側
に
自

行
わ
れ
た
、「
こ
う
な
ん
子
ど
も
ゆ
め
ワ
ー
ル
ド
」
に
自
衛
隊
広
報
ブ
ー

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
上
大
岡
募
集
案
内
所
（
所
長　

小
澤
３
陸
佐
）

は
、
１
１
月
１
日
（
土
）、
港
南
ふ
れ
あ
い
公
園
（
横
浜
市
港
南
区
）
で

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
が
地
域
や
世
界
に
目
を
向

け
、
幅
広
い
視
野
や
自
主
、
創
造
性
を
育
む
き
っ
か
け
を
提
供
し
、
青
少

年
の
健
全
育
成
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

募
集
相
談
員
会 

山
野
井
正
郎
会
長
を
始
め
と
す
る
募
集
相
談
員
の
方
々

の
協
力
を
得
て
、
ち
び
っ
子
迷
彩
服
の
試
着
や
御
嶽
山
の
災
害
派
遣
活
動

写
真
パ
ネ
ル
と
非
常
用
糧
食
の
展
示
、
自
衛
隊
の
広
報
映
像
の
上
映
等
を

行
っ
た
。
御
嶽
山
で
の
災
害
派
遣
写
真
パ
ネ
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
自
衛

い
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。

広
報
ブ
ー
ス
で
は
、
多
く
の
人
が
訪
れ
る
な
か
、
上
大
岡
募
集
案
内
所

隊
が
い
て
心
強
い
。
本
当
に
頭
が
下
が
る
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
下
さ

ス
を
出
展
し
た
。

こうなん子どもゆめワールドでＰＲ

感謝状を受け取る藤沢地区自衛官

広報ブース

上大岡募集相談員・協力者の方々

募集相談員会会長（山田榮氏）中央

「災害派遣活動に感謝の声」

一緒にハイチーズ！

御嶽山での災害派遣について
説明する山野井会長

贈
呈
式
で
は
、
藤
沢
地
区
自
衛

官
募
集
相
談
員
会
会
長
の
山
田
榮

等
の
功
績
に
よ
り
感
謝
状
を
授
与

氏
が
、
永
年
に
わ
た
る
募
集
協
力

の
募
集
等
に
関
す
る
説
明

を
行
っ
た
。

学
校
の
概
要
と
受
験
手
続

ま
で
の
流
れ
を
学
校
側
に

説
明
す
る
と
、
充
実
し
た

施
設
や
処
遇
に
関
心
を
寄

せ
る
と
と
も
に
、
試
験
の

倍
率
の
高
さ
に
驚
き
を
見

せ
て
い
た
。

横
浜
中
央
募
集
案
内
所

と
伝
え
て
い
く
」
と
し
て

上
大
岡
募
集
案
内
所
は
、「
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
積
極

的
に
参
加
し
て
、
地
域
の
皆
様
に
自
衛
隊
の
活
動
を
紹
介
し
、
自
衛
隊
を

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
」
と
し
て
い
る
。


